
事例集「はぐくみネットワーク」（令和７年度版） 
 

活動名 さんじょう学びのマルシェ 
活動

区分 

学校支援 放課後活動 
地域未来塾 

土曜学習 
家庭教育 その他 

活動主体 三条市教育委員会 
  〇   

市町村名 三条市 

 

ねらい、目指すことは･･･ 

学校外や家庭で自ら学ぶことを習慣化し、更に学びを深めることを目指す児童生徒の学習支援を行います。 

こんな活動をしました！ 

「学びのマルシェ」は土曜日の午前中、小学５年生から中学３年生（義務教育 

学校５年生から９年生）を対象に、教員 OBをはじめとした指導員（市民ボラン 

ティア）が児童生徒の学習支援を行う活動です。三条市内の７会場で、小学生は 

算数を１時間、中学生は数学と英語を各１時間学習します。 

今年度は児童生徒 122 人が参加し、指導員と管理員 61人から学習支援や運営を 

していただきました。基礎基本の定着を図る教室と発展的な学習に取り組む教室の２つを設置しています。 

こんな苦労や困ったことがありました･･･ 

学習の理解度や受講者の満足度について肯定的評価が高い事業ではありますが、週休日の過ごし方の多様化

が進み、受講者数の伸び悩みが課題です。また、近年は指導者の確保にも苦慮しているところです。 

地域への周知･啓発方法は･･･ 

市内児童生徒の保護者への tetoru を通した案内や、児童生徒のタブレットに表示される「お知らせページ」

での PR、市のホームページ、X(旧 Twitter)を通して広報活動を行っています。 

 

連携の相手先は･･･ 

会場の使用許可や日程等の調整のため、自治会長や会場となる学校等と連絡を取っています。 

指導者やボランティアの確保は･･･ 

開始初年度（平成 26年度）から、多くの方から指導員・管理員として継続して従事いただいています。都合

により辞める方もいますので、指導員・管理員の方などから新たに紹介していただき、紹介された方に随時お

願いの連絡をしています。 

ネットワークを広げていくために･･･ 

三条市立大学等との連携により指導員の確保に努めています。 

 

こんな成果がありました！ 

受講生のアンケートには、「楽しく勉強ができた」「学びのマルシェに参加して家庭学習に取り組む時間が伸

びた」等の感想が見られました。また、保護者から「よく教えていただき成果が出てきた」「苦手だった算数が

できるようになった」等の感想をいただきました。指導員の受講生一人一人に寄り添った指導の成果と捉えて

います。アンケート結果は指導員にもフィードバックすることで、気持ちよく指導に臨んでいただけています。 

課題と対策、これからの方向は･･･ 

受講者の減少、指導者の確保の困難さを鑑み、今後の活動のあり方を探っています。市内の小・中学校・義

務教育学校に通うすべての児童生徒が、より自主的に学習に取り組むことができるシステムへのシフトを検討

していきます。 

（問い合わせ先）三条市教育委員会教育センター 

        〒959-1192 三条市新堀 1311 番地 電話 0256(45)1116 FAX0256(45)5309 

        Ｅmail  kyouikucenter@city.sanjo.niigata.jp URL https://www.city.sanjo.niigata.jp 

こんなふうに取り組んでいます（活動の概要） 

ネットワーク 

成果と課題 

「学びのマルシェ」～自ら学ぶ習慣化を目指して～ 


